
がんの早期発見や早期治療、生活習慣の改善によ
り、がん撲滅を目指している日本対がん協会は、昭
和35年から毎年９月を「がん征圧月間」と定め、が
んとその予防について正しい知識の普及と早期発見・
早期治療のために取り組みを行っています。
市民病院でも、がん征圧月間の関連行事として、

毎年９月にイベントを実施しています。昨年度は「知
ることはきっと安心につながります」をテーマに身
体測定や骨密度測定、医師による公開講座、ウィッ
グの紹介、がんとの付き合い方について一緒に考え
るコーナーなどを行いました。

ハナちゃん通信市 民 病 院 ■問　市民病院管理課
☎（48）5050

■問　文化財課内市史
資料調査室
☎（41）4566

1580年、信長により御家断絶となっていた水野家
は、水野忠重が刈谷城主となったことで再興されま
した。『神有郷土記』には、忠重らが去った鷲塚城
は1590年まで徳川家康配下の代官が入り支配したと
書かれています。この年、ほぼ天下を手に入れた豊
臣秀吉は家康に関東への国替えを命じたのです。こ
れにより鷲塚城は廃城となりました。
1598年に秀吉が亡くなると豊臣政権は、家康派（東

軍）、石田三成派（西軍）へと分裂がはじまりまし
た。この頃、鷲塚の片山家に嫁いだ忠重の姉・お亀
の子ども遵智は、叔父である刈谷城主水野忠重に仕
えていました。忠重は、いよいよ三成派（西軍）と
の大戦は避けられないと考えていたようです。『片
山家覚書』には、関ヶ原合戦の２か月前、忠重に招
かれた遵智は「この刀で高名をあげるように」と刀
を頂いたことが書かれています。1600年の７月19日、
忠重の身に大変なことが起こりました。知立宿での

碧南の歴史へのいざない

がん検診
あなたと家族の未来の
ために

Ｎo.63　鷲塚城主水野忠重(6) 酒席で加賀野井重望に暗殺されてしまったのです。
忠重暗殺の知らせは、上杉討伐に向かっていた家
康に伝えられると、軍中にいる長男勝成を後継者と
決め刈谷城へ戻しています。その後、猛将と恐れら
れた勝成は、関ヶ原合戦、大坂の陣を経て、西国大
名の押さえとして備後福山10万石の藩主となってい
ます。晩年の勝成は、福山を発展させた名君として
領民から慕われています。
忠重とともに鷲塚へ来
た水野太郎作清久とその
子孫は、徳川御三家でも
ある紀州藩の家老として、
代々紀州藩に仕えました。
鷲塚の片山家は太郎作
清久の弟にあたる道智が
養子として入りました。
この家は武家とはならず、
代々鷲塚村庄屋をつとめ
明治を迎えています。

今年度は、９月11日㈬９時～12時に開催します。
主な内容として、医師による「がん治療との関わり
方を考える」をテーマにした公開講座や医療相談、
乳がんの触診モデルを用いた乳がんの自己チェック
方法の紹介、薬剤師による薬の相談、介護について
の相談会、健康チェックコーナーなどを予定してい
ます。
予約や参加費は不要ですので、たくさんのご参加
をお待ちしています。

９月は「がん征圧月間」です
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△片山家守護神　木造三面
六臂大黒天立像（市指定
文化財　鷲塚遍照院蔵）
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我々消防団員は、団員のご家族や職場の皆様、ま
た地域の皆様のご支援により消防団活動に従事でき
るものであり、日ごろから皆様の消防団活動へのご
理解、ご協力をいただき深く感謝申し上げます。
第５分団は、旭地区を中心に地域防災の中核的存
在として、自分たちの地域は自分たちで守るという
「郷土愛の精神」で市民の皆さんの安全で安心な暮
らしを築くために日々活動しています。火災出動の
みならず、地震、津波、風水害といった大規模災害
発生を想定した水防訓練、総合防災訓練などに従事
し、平常時には放水実践訓練、消火栓点検、防潮扉
の点検、資機材取り扱い訓練、火災予防の啓もう活
動など多岐にわたり様々な訓練活動をしています。
これらの訓練に真剣なまなざしで取り組んでいる

若い団員の姿には感動を覚えるものがあり、消防団
活動をすることにより生涯の仲間を得ることができ、
人生の糧となることは間違いありません。
今後の消防団の活動において、消防署と連携し、
複雑多様化する災害に適切に対応できるよう知識と
技術の習得に努め、地域の皆さんと協力して災害の
ない「明るい豊かな地域づくり」に貢献してまいり
ます。今後も消防団員一丸となって、「安心・安全な
まち碧南」を目指して組織の充実・強化を図り、伝
統ある市消防団としての自覚と誇りを持ちまい進し
ていきたいと考えておりますので、今後とも皆様か
らのご支援・ご協力を心からお願い申し上げます。

夏は、くだものや野菜などの水分の多い生ごみや
草木のごみも増えて、年間でもごみの量が多い時期
になります。
生ごみは、水分をよくきってから出しましょう
生ごみの水きりをすることで、ごみの減量化にな
り収集作業の効率化につながります。焼却時の燃料
抑制にもなり、処理費用の削減にもなります。また、
水分の多い生ごみは、腐敗の原因にもなり悪臭の抑
制にもなります。各家庭での少しの水きりが、大き
な削減につながります。
草木のごみは、乾燥してから出しましょう
草やせん定枝は、天日で乾燥させることで減量化
できます。草の根についた土もよく落としてから出
しましょう。

生ごみ処理機、コンポスト容器の購入補助制度があ
ります
市では、各家庭から出る生ごみの減量とリサイク
ル（堆肥化）するために、生ごみ処理機やコンポス
トの購入補助を行っています。市内の指定販売店に
て、補助額を差し引いた金額で購入することができ
ます。申請手続きは、店舗側で行われますので手間
もありません（購入時に認印が必要）。近隣市に比
べて補助が多くお得ですので、是非ご利用ください。

第５分団　分団長
杉浦邦彦さん

第５分団を紹介します

町をきれいに クリンピー情報局町をきれいに クリンピー情報局
■問　環境課ごみ減量係　☎（95）9899

家庭での
生ごみの減量を
お願いします

対象個数 １世帯１台まで

補助率

項目 生ごみ処理機

対象者

３分の２
（1,000円未満の端
数は切り捨て）

限度額 50,000円

１世帯２台まで

コンポスト容器
市内在住者（承認を受けた市内の販
売店から購入した人）

7,000円

３分の２
（１円未満の端数
は切り捨て）

■■問　防災課地域防災係
☎（95）9875消防団員募集中
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